
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

【請求項２】
　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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デジタルカメラであって、
　前記デジタルカメラの背面に設けられ、圧縮画像データから再生される標準画像と縮小
画像データから再生される縮小画像を表示可能な表示装置と、
　前記デジタルカメラの背面に前記表示装置と近接して設けられた送りボタンおよび戻し
ボタンと、
　前記送りボタンまたは前記戻しボタンが押され始めたときには標準画像を再生する標準
再生モードを実行し、前記標準画像の再生後に前記送りボタンまたは前記戻しボタンが押
され続けている場合に縮小画像を順次再生する高速画像選択モードを実行するとともに、
前記高速画像選択モードの実行中に前記送りボタンまたは前記戻しボタンが離された後に
縮小画像の順次再生を停止し標準画像を再生して前記高速画像選択モードを終了する高速
画像選択手段と、
を備えることを特徴とするデジタルカメラ。

請求項１記載のデジタルカメラであって、
　前記高速画像選択モードの終了時には、前記送りボタンまたは前記戻しボタンが離され
てから所定時間経過後に標準画像が再生される、デジタルカメラ。



【０００１】
　本発明はデジタルカメラに関し、特に、画像を液晶ディスプレイ等の表示装置に表示す
る際の拡大サムネイル画像の早送り／早戻しによる高速画像選択方法および高速画像選択
機能付デジタルカメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラ（電子スチールカメラ）が開発／販売され普及しつつある。
【０００３】
　デジタルカメラは撮像光を光電変換して画像データを得て記録媒体に記録し、パーソナ
ルコンピュータ（以下、パソコン）等の外部画像処理装置に出力するよう構成されており
、外部画像処理装置側で印刷用画像データ作成処理を行い、作成された印刷用画像データ
をプリンタに出力して用紙上に撮影画像を印刷／再生している。
【０００４】
　なお、多くのデジタルカメラは撮像結果を表示する液晶ディスプレイを備えており、ま
た、光電変換により得られた画像データは圧縮処理して記録媒体に記録されている。圧縮
処理は通常ＪＰＥＧ規格による圧縮（以下、ＪＰＥＧ圧縮）が施される。
【０００５】
　パソコン側で画像選択を行う場合には、複数のサムネイル画像を先に取込んでモニター
に表示し、ユーザに所望の画像を選択させ、選択された画像データをデジタルカメラ側か
ら取込んで伸張処理を施してからモニターに表示し、ユーザの確認を得てカラー印刷用画
像データ作成処理を行い、パソコンに接続するプリンタで画像印刷を行う。
【０００６】
　サムネイル画像はパソコン等で取込んだ画像データの中から所望の画像を選択する場合
に用いる縮小画像であり、例えば、１フレーム分の画像データの大きさ（メモリー容量）
を１０２４×７６８ピクセルとすると対応のサムネイル画像は８０×６０ピクセル程度に
データが間引かれて縮小されたものであり、デジタルカメラの記録媒体上に記録されてい
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ここで、通信回線や携帯電話機等の無線装置とデジタルカメラを接続し、所望の画像デ
ータを有線或いは無線で送信したり、デジタルカメラからプリンタに直接印刷用画像デー
タを送信して印刷させるような場合には、デジタルカメラ側で液晶ディスプレイに画像を
再生し、所望の画像を選ぶよう構成する必要がある。
【０００８】
　しかしながら、画像データはＪＰＥＧ圧縮されて記録媒体に格納されているので液晶デ
ィスプレイに画像を再生して表示するには記録媒体に格納されている画像データを読み出
して伸張処理を行い、フレームメモリーに展開する必要がある。
【０００９】
　圧縮データの伸張手段をハードウエア回路で構成すれば圧縮データの伸張／展開時間は
短いが、コストを下げるために大衆普及型のデジタルカメラでは、通常、伸張手段をプロ
グラム（以下、伸張プログラム）で構成しており、ＪＰＥＧ圧縮された１フレーム分の画
像（１０２４×７６８ピクセル）を伸張プログラムで伸張処理して展開するには２～３秒
を要する。
【００１０】
　このため、ユーザにとっては画像表示時間が長く感じられるという問題点と共に、所望
の画像を選択する場合には順次画像データを呼び出して表示してみなければならないこと
から、所望の画像の格納順序が後の方であった場合にはその画像を選択するまでに実際に
長い時間を要することになり、実用上不都合であるという問題点があった。
【課題を解決するための手段】
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【００１２】
　

【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　（実施形態１）
　図１は本発明の実施形態１に係るデジタルカメラの構成例を示すブロック図である。
【００２９】
　図１（ａ）で、デジタルカメラ１００は、レンズ、絞り機構等からなりＣＣＤ２上に撮
影対象像からの反射光を入射する光学系１と、光学系１からの撮像光を電気信号に変換す
るＣＣＤ２と、ＣＣＤ２からの信号を処理して多値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）のラスタデータ（画像
データ）としてフレームメモリ１２Ａに出力する画像データ作成部３とを有し、さらに、
制御部４、入力手段５、動画表示制御部６、画像データ出力部７、記録媒体制御部８、内
蔵記録媒体９、拡張記録媒体１０、インターフェース１１、表示手段としてのＬＥＤラン
プ１５および液晶ディスプレイ１６を具備する。
【００３０】
　ここで、制御部４は、画像データ作成部３、動画表示制御部６、画像データ出力部７、
記録媒体制御部８、および高速画像選択手段６０の動作制御、画像処理および画像圧縮・
伸張処理等の実行を制御する。入力手段５は、ボタン、スイッチ等から構成され、これら
の操作による使用者からの指示を入力し、デジタル信号に変換して制御部４に与える。
【００３１】
　動画表示制御部６は、液晶ディスプレイ１６へ画像データを出力して動画表示を行う。
本実施形態では、通常表示ではフレームメモリ１２Ａ，１２Ｂに格納された画像データを
重畳表示する。なお、通常、画像データ作成部３によるフレームメモリ１２Ａへの画像デ
ータの書き込みは、例えば、３０回、あるいは６０回などの所定回数行われ、動画表示制
御部６による液晶ディスプレイ１６への表示は画像データの書き込みに同期して同一の位
相で行われる。
【００３２】
　画像データ出力部７は、動画表示中に特定のボタンが押されて画像記録が指示された場
合に、フレームメモリ１２Ａ上のＲ、Ｇ、Ｂラスタデータを輝度成分Ｙおよび色差成分Ｕ
、Ｖに変換すると共にＪＰＥＧ圧縮し、さらに、サムネイル画像を作成するための縮小処
理を行う。
【００３３】
　記録媒体制御部８は、画像データ出力部７の出力を受け取ってＪＰＥＧ圧縮された画像
データ（以下、単に画像データと記す）および縮小画像データの内蔵記録媒体９または拡
張記録媒体１０の所定の位置への書込や、また、記録された各ＪＰＥＧ画像データの読出
等の記録制御を行う。
【００３４】
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本発明によるデジタルカメラは、前記デジタルカメラの背面に設けられ、圧縮画像デー
タから再生される標準画像と縮小画像データから再生される縮小画像を表示可能な表示装
置と、
　前記デジタルカメラの背面に前記表示装置と近接して設けられた送りボタンおよび戻し
ボタンと、
　前記送りボタンまたは前記戻しボタンが押され始めたときには標準画像を再生する標準
再生モードを実行し、前記標準画像の再生後に前記送りボタンまたは前記戻しボタンが押
され続けている場合に縮小画像を順次再生する高速画像選択モードを実行するとともに、
前記高速画像選択モードの実行中に前記送りボタンまたは前記戻しボタンが離された後に
縮小画像を停止させるとともに対応する標準画像を再生して前記高速画像選択モードを終
了する高速画像選択手段と、
を備えることを特徴とする。
　なお、前記高速画像選択モードの終了時には、前記送りボタンまたは前記戻しボタンが
離されてから所定時間経過後に標準画像が再生されるようにしてもよい。



　また、内蔵記録媒体９および拡張記録媒体１０は画像データを格納するためのもので、
シリアルあるいはパラレルなどのインターフェース１１は、外部装置とデータの授受を行
うためのものである。また、ＬＥＤランプ１５は、スイッチの状態表示や機能仕様表示を
行い、液晶ディスプレイ１６は、撮影した像あるいは撮影対象を表示する。
【００３５】
　フレームメモリ１２Ａは通常は液晶ディスプレイ１６の画像表示用メモリとして用いら
れ、画像データがビットマップイメージで展開される。また、フレームメモリ１２Ｂは、
必要に応じて、メニュー表示用メモリとして用いられる。そして、液晶ディスプレイ１６
への表示時には、必要に応じてフレームメモリ１２Ａおよび１２Ｂの内容が重畳して表示
される。
【００３６】
　内蔵記録媒体９は実施形態ではカメラ１００の内部に固定された４ＭＢのフラッシュメ
モリで構成されており、内蔵記録媒体９には画像データだけでなくプログラム等のデータ
も記憶される。また、拡張記憶媒体１０は実施形態では４～１６ＭＢのメモリカードが用
いられ、この場合には、メモリーカードインターフェース（ＰＣＭＣＩＡインターフェー
ス：図示せず）が用いられているが、これに限定されず、コンパクトフラッシュ（登録商
標）等他のカード型メモリー等を用いることができる。
【００３７】
　図１（ｂ）は制御部４の構成を示し、制御部４はＣＰＵ４１、ＲＡＭ４２およびＲＯＭ
４３から構成され、ＲＯＭ４３にはデジタルカメラ１００の動作制御、データ圧縮・伸張
処理等デジタルカメラ内部でのデータ処理に必要なプログラム群が格納されている。
【００３８】
　また、デジタルカメラ１００は、内蔵記録媒体９に格納された画像データをインターフ
ェース１１を介して外部装置、例えば、パソコン等のコンピュータ装置２００へ送信し、
また、モデム３００を介して通信し、さらに、印刷画像データ作成処理プログラム群をデ
ジタルカメラ１００側にもっている場合には、印刷画像データを作成して直接プリンタ４
００に送信して記憶させ、印刷させることができる。
【００３９】
　図２は本発明のデジタルカメラの要部を構成する高速画像選択手段６０の構成例を示す
ブロック図であり、高速画像選択手段６０はサムネイル圧縮画像データ伸張手段６１、サ
ムネイル画像拡大表示手段６２、サムネイル画像選択手段６３、圧縮画像データ伸張手段
６４、画像表示手段６５、および選択画像確認手段６６から構成されている。
【００４０】
　なお、本実施形態では高速画像選択手段６０はソフトウエアで構成されている。また、
高速画像選択手段６０はＲＯＭ４３に格納するよう構成してもよく、或いは外部記録媒体
に記録された高速画像選択手段６０を取込んで記録媒体９に格納し、実行時にＲＡＭ４２
に転送して実行するように構成してもよい。
【００４１】
　サムネイル圧縮画像データ伸張手段６１はサムネイル画像データをＲＡＭ４２に取込ん
で圧縮処理されたサムネイル画像データの伸張処理を行い、ＲＡＭ４２に展開する。また
、サムネイル画像は画素数が少ないので全サムネイル画像の伸張処理を行ってもその処理
時間は画像データの伸張時間より極めて短い。なお、サムネイル画像データに圧縮処理を
施していない方式の場合にはサムネイル圧縮画像データ伸張手段６１を要しない。
【００４２】
　サムネイル画像拡大表示手段６２は、伸張処理されたサムネイル画像データを拡大し、
フレームメモリー１２Ａに移してイメージ画像として展開し、液晶ディスプレイ１６に拡
大画像として、拡大サムネイル画像３１または３５を表示する（図３（ａ）および（ｂ）
）。
【００４３】
　この場合、サムネイル画像を単純に拡大して表示すると画素と画素の間が疎となり、画
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像全体がぼやける結果になるので、拡大画像を補間したサムネイル画像を表示することが
望ましい（図４）。
【００４４】
　サムネイル画像選択手段６３は、液晶ディスプレイ１６の近くに設けたボタンがユーザ
によって操作された場合に、その操作結果の意味を判定して拡大サムネイル画像３１また
は３５を表示画面内でスクロールさせてユーザの所望の画像を特定する。
【００４５】
　圧縮画像データ伸張手段６４は、拡大サムネイル画像が表示されると記録媒体から当該
サムネイル画像に対応する画像データをＲＡＭ４２に取込んで伸張し、展開する。
【００４６】
　画像表示手段６５は、ＲＡＭ４２に展開されている画像データをフレームメモリー１２
Ａに移してイメージ画像として展開し、液晶ディスプレイ１６に表示する。これにより拡
大表示されたサムネイル画像をユーザーが見ている間に特定された画像データの伸張処理
が終り、拡大サムネイルに上書きして明瞭な画像データが表示されることになる。
【００４７】
　選択画像確認手段６６は、液晶ディスプレイ１６の近くに設けられた特定のボタンがユ
ーザによって操作された場合にその操作結果の意味を判定して、それが選択画像の確認に
相当する場合には次の処理に移行する。
【００４８】
　なお、上記構成では説明上、サムネイル圧縮画像データ伸張手段６１と圧縮画像データ
伸張手段６４を別のものとして説明としたが、伸張対象のデータが異なるだけであるから
実施上はサムネイル圧縮画像データ伸張手段６１および圧縮画像データ伸張手段６４は同
一のデータ伸張手段を用いるものとして構成（例えば、サブプログラムとして構成）でき
る。
【００４９】
　また、上記高速画像選択手段６０はデジタルカメラでの画像選択だけでなく、パソコン
等によるデジタルカメラで撮像された画像選択にも用いることができる。
【００５０】
　ここで、サムネイル画像拡大表示手段６２が採用し得る画素補間法について説明する。
【００５１】
　画素の補間法として代表的なものに線形補間法と単純補間法（図４）とがあるが、本発
明では何れを用いてもよい。
【００５２】
　線形補間法は隣接する２点間を線形補間することにより解像度変換を行い、一定の水準
の解像度を保つ方法である。
【００５３】
　これに対して、単純補間法は図４に示すように拡大後の原画素Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの位置を
求めておき、倍率をＲ，Ｓ（共に正の整数）とするとき、Ｘ方向へＲー１回原画素をコピ
ーし、Ｘ方向へのコピー終了後Ｙ方向へＳ－１回原画素をコピーして間隔を埋める方法で
ある。
【００５４】
　すなわち、図４（ａ）に示すように原点を原画素Ａとし、隣り合っている原画素Ａ（０
，０）、Ｂ（０，１）、Ｃ（１，０）、Ｄ（１，１）からなる画像をまずＸ方向に４倍，
Ｙ方向に５倍に拡大すると、拡大後の原画素Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの位置はＡ（０，０）、Ｂ（
０，５）、Ｃ（４，０）、Ｄ（４，５）となる（図４（ｂ））。そこで、Ｘ方向に４－１
＝３回だけ原画素Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄをコピーして間隔を埋め、Ｘ方向のコピーが終了したな
らＹ方向に５－１＝４回だけ行をコピーする。この動作により、図４（ｂ）に示すように
４×５倍に拡大された画像がビットマップ上に形成される。
【００５５】
　線形補間法では２点間の点の階調を求めることができ、拡大画像の解像度をある水準に
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保つことが可能であることから画像品質が他の方法と比較してよいという利点があるが、
コンピュータを用いて補間演算をする際、特定の場合を除いて複雑な割算が必要になり、
処理に長時間を要する。これに対し、単純補間法は他の補間方法と比べて最も早いが、階
調が調整されるわけでは無く単純にコピーするだけであることから、画像品質が粗く、拡
大率が大きいほど拡大画像の品質が急速に低下するので、せいぜい４倍程度の拡大が限度
である。
【００５６】
　本実施形態では、デジタルカメラ１００の液晶ディスプレイ１６の画面の大きさは制限
されており、丁度、サムネイル画像の４倍程度の大きさであることから、画像品質上の問
題が生ぜず、しかも他の補間法と比べて補間速度が早いという理由から、拡大サムネイル
画像の補間を単純補間法で行っている。なお、表示画像の品質を重視する立場からは線形
補間法が望ましい。
【００５７】
　図５には、高速画像選択手段の動作の一例を示すフローチャートを示す。なお、前提と
して、サムネイル画像データおよび画像データはＪＰＥＧ圧縮されて記録媒体９に記録さ
れているものとする。
【００５８】
　図５に示すように、ボタン１９又は２０が押されて高速画像選択が開始されると、サム
ネイル圧縮画像データ伸張手段６１はサムネイル画像データをＲＡＭ４２に取込んでＪＰ
ＥＧ圧縮処理されたサムネイル画像データの伸張処理を行い、ＲＡＭ４２に展開する（ス
テップＳ１）。次いで、サムネイル画像拡大表示手段６２は伸張されたサムネイル画像（
図３（ａ）の例では画像番号３１の画像）データに順に索引番号を付けてからサムネイル
画像データを拡大して補間（実施形態では単純補間）し、液晶ディスプレイ１６に拡大サ
ムネイル画像として表示する（ステップＳ２）。また、ユーザーがボタン１９或いはボタ
ン２０を押すとステップＳ１に戻る（ステップＳ３： YES）。
【００５９】
　サムネイル画像選択手段６３は液晶ディスプレイ１６の近くに設けられたボタン２０（
早送りボタン）がユーザーによって押し続けられている間はステップＳ１，Ｓ２の処理を
繰返して昇順にサムネイル画像を液晶ディスプレイ１６に表示していき（早送り）、ボタ
ン２０を離すとサムネイル画像は停止する。
【００６０】
　ボタン１９は早戻しボタンでありユーザーによって押し続けられている間はステップＳ
１，Ｓ２の処理を繰返して降順（逆順）にサムネイル画像を液晶ディスプレイ１６に表示
していき（早戻し）、ボタン１９を離すとサムネイル画像は停止する。
【００６１】
　停止時間が一定時間（本実施形態では２秒）経過するとその画像が選択画像として特定
されたものとみなして次のステップＳ４に移行する（ステップＳ３： NO）。
【００６２】
　ステップＳ４では、圧縮画像データ伸張手段６４が拡大サムネイル画像表示が表示され
ると記録媒体から当該拡大サムネイル画像に対応する画像データをＲＡＭ４２に取込んで
伸張し、展開する。続いて、画像表示手段６５はＲＡＭ４２に展開されている画像データ
をフレームメモリー１２Ａに移してイメージ画像として展開し、液晶ディスプレイ１６に
上書き表示する（ステップＳ５）。
【００６３】
　選択画像確認手段６６はボタン１７或いは１８がユーザによって押される場合に「次の
処理」に移行する（ステップＳ６： YES）。また、ボタン１９或いはボタン２０が押され
た場合にはステップＳ１に戻る（ステップＳ７： YES）。
【００６４】
　また、ステップＳ６で一定時間（例えば、６秒間）以上経過してもボタン１９或いはボ
タン２０が押されない場合に次の処理に移行するように選択画像確認手段６６を構成する
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こともできる。
【００６５】
　なお、上記高速画像選択手段６０によって画像が選択されたあとの「次の処理」として
は、その画像データを有線或いは無線で伝送するための準備処理或いはプリンタに直接印
刷するための印刷用画像データ作成処理等があるが、これらの処理はデジタルカメラ１０
０に別途導入されているプログラムによって行われる。
【００６６】
　図６には、高速画像選択手段の動作の他の例を示すフローチャートを示す。なお、前提
として、サムネイル画像データおよび画像データはＪＰＥＧ圧縮されて記録媒体９に記録
されているものとする。
【００６７】
　図５の例では、送り／戻りキーのボタン１９および２０が押されたときに始めから早戻
しおよび早送りが開始されたが、この例では、始めは通常の再生を行い、ボタン１９また
は２０が所定の条件で押され続けた場合に、高速選択モードに移行するようになっている
。
【００６８】
　すなわち、標準再生が行われた際に（ステップＳ１１）、ボタン１９または２０が押さ
れた場合（ステップＳ１２： YES）、圧縮画像データ伸張手段６４が一つ前の又は次の画
像データをＲＡＭ４２に取込んで伸張し、展開し、続いて、画像表示手段６５がＲＡＭ４
２に展開されている画像データをフレームメモリー１２Ａに移してイメージ画像として展
開し、液晶ディスプレイ１６に表示する（ステップＳ１３）。
【００６９】
　ここで、画像再生が完了した時点で同じボタンが押されている場合には（ステップＳ１
４： YES）、高速画像選択モードに移行し、サムネイル圧縮画像データ伸張手段６１が一
つ前の又は次の画像データに対応するサムネイル画像データをＲＡＭ４２に取込んでＪＰ
ＥＧ圧縮処理されたサムネイル画像データの伸張処理を行い、ＲＡＭ４２に展開し、次い
で、サムネイル画像拡大表示手段６２が伸張されたサムネイル画像データを拡大して補間
（実施形態では単純補間）し、液晶ディスプレイ１６に拡大サムネイル画像として表示す
る（ステップＳ１５）。
【００７０】
　また、この拡大サムネイル画像の表示が完了した時点でさらにボタンが押されている場
合には（ステップＳ１６： YES）、ステップＳ１４に戻って一つ前の又は次のサムネイル
画像を拡大表示し、ボタンが押され続けている間中、この処理が繰り返され、高速画像選
択が実現される。
【００７１】
　一方、ボタンが押されなくなった場合には（ステップＳ１６： NO）、圧縮画像データ伸
張手段６４が表示中のサムネイル画像に対応する画像データをＲＡＭ４２に取込んで伸張
し、展開し、画像表示手段６５がＲＡＭ４２に展開されている画像データをフレームメモ
リー１２Ａに移してイメージ画像として展開し、液晶ディスプレイ１６に上書き表示し（
ステップＳ１７）、ステップＳ１２に戻る。
【００７２】
　以上、高速画像選択処理の動作の例を説明したが、通常再生と高速選択再生との切替は
、所定のスイッチ等により行うようにしてもよく、何れの方法によってもよい。
【００７３】
　図７には、高速画像選択手段の動作のさらに他の例を示すフローチャートを示す。なお
、前提として、サムネイル画像データおよび画像データはＪＰＥＧ圧縮されて記録媒体９
に記録されているものとする。
【００７４】
　図６の例では、送り／戻りキーのボタン１９および２０が所定の条件で押され続けた場
合に、高速選択モードに移行するようになっていたが、本例では、標準再生状態から初め
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てボタン１９または２０が押された場合には、標準再生を行うが、二回目以降は高速選択
モードへ移行するようになっている。
【００７５】
　すなわち、標準再生が行われた際に（ステップＳ２１）、メニューの選択キーが押され
たか否かを判断し（ステップＳ２２）、選択キーが押された場合には（ステップＳ２２：
YES）、メニュー処理を実行した後（ステップＳ２３）、ステップＳ２２に戻る。一方、
選択キーが押されないで（ステップＳ２２： NO）、ボタン１９または２０が押された場合
（ステップＳ２４： YES）、一回目のボタン操作なので、圧縮画像データ伸張手段６４が
一つ前の又は次の画像データをＲＡＭ４２に取込んで伸張し、展開し、続いて、画像表示
手段６５がＲＡＭ４２に展開されている画像データをフレームメモリー１２Ａに移してイ
メージ画像として展開し、液晶ディスプレイ１６に表示する（ステップＳ２５）。
【００７６】
　次いで、所定時間、例えば、１秒または２秒の間、ボタン１９または２０が押されない
場合には（ステップＳ２６： NO、ステップＳ２７： YES）、ステップＳ２２に戻るが、所
定時間以内にボタン１９または２０が押された場合には（ステップＳ２６： YES）、二回
目のキー操作になるので、高速画像選択モードに移行し、サムネイル圧縮画像データ伸張
手段６１が一つ前の又は次の画像データに対応するサムネイル画像データをＲＡＭ４２に
取込んでＪＰＥＧ圧縮処理されたサムネイル画像データの伸張処理を行い、ＲＡＭ４２に
展開し、次いで、サムネイル画像拡大表示手段６２が伸張されたサムネイル画像データを
拡大して補間（実施形態では単純補間）し、液晶ディスプレイ１６に拡大サムネイル画像
として表示する（ステップＳ２８）。
【００７７】
　また、この拡大サムネイル画像の表示が完了後、所定時間、例えば、１秒または２秒以
内にボタンが押された場合には（ステップＳ２９： YES）、ステップＳ２８に戻って一つ
前の又は次のサムネイル画像を拡大表示し、所定時間内に連続的にボタンが押された場合
には、この処理が繰り返され、高速画像選択が実現される。
【００７８】
　一方、ボタンが所定時間内に押されなかった場合には（ステップＳ２９： NO、ステップ
Ｓ３０： YES）、圧縮画像データ伸張手段６４が表示中のサムネイル画像に対応する画像
データをＲＡＭ４２に取込んで伸張し、展開し、画像表示手段６５がＲＡＭ４２に展開さ
れている画像データをフレームメモリー１２Ａに移してイメージ画像として展開し、液晶
ディスプレイ１６に上書き表示し（ステップＳ３１）、ステップＳ２２に戻る。
【００７９】
　図７の例では、標準画像再生から送り／戻りキーが押された場合、２回目以降から高速
選択モードに移行するようにしたが、一回目および二回目は、一回目のキー操作で所定の
フラグをセットするようにして二回目以降との区別をしてもよい。また、二回目の場合に
は必ず高速選択に移行するようにしたが、一回目のキー操作の後、所定時間、例えば、１
～３秒程度の時間が経過後には、再度、一回目のキー操作と判断するようにしてもよい。
【００８０】
　以上、高速画像選択処理の動作の例を説明したが、通常再生と高速選択再生との切替は
、所定のスイッチ等により行うようにしてもよく、何れの方法によってもよい。
【００８１】
　以上本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるもので
はなく、種々の変形実施が可能であることはいうまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】高速画像選択機能付デジタルカメラの構成例を示すブロック図である。
【図２】高速画像選択手段の構成例を示すブロック図である。
【図３】デジタルカメラの背面部分図である。
【図４】画素の補間法（単純補間法）の説明図である。
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【図５】高速画像選択手段の動作の一例を示すフローチャートである。
【図６】高速画像選択手段の動作の一例を示すフローチャートである。
【図７】高速画像選択手段の動作の一例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００８４】
　　９　記録媒体
　１５　液晶ディスプレイ（表示手段）
　４２　ＲＡＭ
　６０　高速画像選択手段
　６１　サムネイル圧縮圧縮画像データ伸張手段
　６２　サムネイル画像拡大表示手段
　６３　サムネイル画像選択手段
　６４　圧縮圧縮画像データ伸張手段
　６５　画像表示手段
　６６　選択画像確認手段
１００　デジタルカメラ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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